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　白山林道は，石川・岐阜両県の県境にひろがる森林資源の開発を目的に，石川県側は蛇谷川沿いに

開設したものだが，自然破壊の１つとして多くの論議を呼んだことは周知の事実である。

　この林道の開設と自動車の通行が，そこに生活している生物，特に昆虫類に及ぼす影響を知る目的

で,1977年の６月10日及び８月１日の２回,主として昆虫類の探がしどりによる基礎的な調査を行な

ったので，ここにその結果について報告したい。

鯛査地域の状況

　白山林道がつけられた蛇谷は青年期の谷で,林道の入口より13号トンネル付近までの間は急峻な崖

のため，殆んど調査不能であったが, 13号トンネルより県境までの間には，幾分開けた小さな谷もあ

り，所々で調査を行なうことができた（第1図参照）。

　調査地域には，ヒｊコマツ，ヒノキ，ブナ，ミズナラのような高木，その下にオオカメノキ，ナナ

カマド, バッコヤナギ，シャクナゲ等が見られ，下草としてバイケイソウやアキノキリンソウ，それ

にカライトソウ，シシウド，シモツケソウ，ヤマブキショウマにオオイタドリ等が生育していた。
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採集された昆虫目録
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ま　　と　　め

　僅か２回の調査であるため，林道の昆虫相全般について明らかにすることはできなかったが，採集

された昆虫の中には，倒木寄生やキノコを食するものも含まれており，これらの昆虫が，環境の変化

にどのように対応していくか，またアブラムシ相の変化についても継続して調査を進めていきたい。
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Summary

Sixty-one species of insects were captured at Hakusan Forest Road. Among them, the

following9 speciesare new to the fauna of Hakusan district.

1. Aphis sanguisorbicolaTakahashi

2. Uroleucon amamianum Takahashi

3. ScoliopteryxlibatrixLinnaeus

4. Diarsiabrunnea Denis et Schiffermuller

5. Aphodius haroldianusBalthasar

6. Aphodius igai Nakane

7. PythojezoensisKono

8. Dryocoetespini Niijima

9. Vespularufa Linnaeus
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